
議

会

だ

よ

り

―
条
例
の
制
定
案
、企
業
会
計

決
算
認
定
な
ど　

可
決・承
認
―

平
成
25
年
第
２
回
定
例
議
会
は
、

６
月
３
日
招
集
さ
れ
、10
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、５
名
の
議
員
が
町

政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、可
決
承
認
等
さ
れ
た
案
件

の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
案
件

◆
専
決
処
分
承
認

・
吉
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

　

る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　  

（
承
認
）

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
公
布
に
伴
い
、町
税
条
例
の
文

言
の
削
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
吉
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の 

　

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
承
認
）

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
施
行
に
伴
い
、国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
町
企
業
立
地
の
促
進
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
　
　
　
　
　    

（
可
決
）

企
業
の
立
地
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
産
業
の
振
興
及
び
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
る
た
め
、事
業
所
を
新
設
、

増
設
、改
修
又
は
移
転
し
よ
う
と
す

る
事
業
者
に
助
成
す
る
た
め
の
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

　
給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

（
可
決
）

　

消
防
団
員
の
定
員
４
０
１
人
を
現

員
の
３
９
７
人
に
改
め
、ま
た
分
限
内

容
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
可
決
）

　

提
出
議
員　

薮
坂 

眞
佐　

議
員

　

賛
成
議
員　

小
泉 　

梓　

議
員

　

近
年
、吉
野
川
河
川
敷
に
お
け
る

迷
惑
行
為
、特
に
放
置
ご
み
が
多
く

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
清
掃
活
動・啓
発
活
動
だ
け

で
は
改
善
が
限
界
に
き
て
お
り
、新
た

な
実
効
性
の
あ
る
内
容
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

予
算
案
件

 

◆
平
成
24
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

事
業
に
係
る
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て
　（
受
理
）

国
の
補
正
予
算
に
関
係
す
る
11
事

業
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
吉
野
町
土
地
開
発

公
社
予
算
及
び
事
業
計
画
・
資
金

計
画
に
つ
い
て
　
　
　
　（
受
理
）

・収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入　
　
　
　
　
　
４
２
０
千
円

支
出　
　
　
　
　
　
４
２
０
千
円

・資
本
的
収
入

収
入　
　
　
　

１
１
、０
０
０
千
円

支
出　
　
　
　

１
１
、０
５
９
千
円

◆
平
成
25
年
度
吉
野
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
案
）第
一
号
に
つ
い
て（可

決
）

歳
入
歳
出
、そ
れ
ぞ
れ
７
８
８
万
４

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
52
億
４
、５
８
８
万
４
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、火
災
発
生
に
よ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
復
旧
費
、児

童
手
当
返
還
金
、保
育
所
備
品
購
入

費
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
、子
育
て
支
援
事
業
調
査
委
託
料
、

幼
稚
園
運
動
場
補
修
工
事
費
の
増
額

と
鳥
獣
捕
獲
檻
購
入
費
及
び
グ
リ
ー

ン
発
電
奈
良
出
資
金
の
減
額
、運
動

公
園
費
の
振
り
替
え
等
の
補
正
で
す
。

◆
平
成
25
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

第
一
号
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
、そ
れ
ぞ
れ
３
２
５
万
７

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
３
億
９
、６
３
８
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、各
簡
易
水
道
の
臨

時
職
員
賃
金
、国
栖
簡
易
水
道
事
業

の
翁
橋
改
修
に
伴
う
工
事
費
の
増
額

補
正
で
す
。

決
算
案
件

 

◆
平
成
24
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
吉
野
病
院
事
業
特
別
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
　
　（
認
定
）

・収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入

１
、４
２
５
、７
４
７
、４
４
９
円

支
出

１
、３
９
５
、０
４
６
、６
４
３
円

・資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
入　
　
　
　 

３
１
、９
１
１
、４
２
０
円

支
出　   

１
０
２
、０
６
１
、８
９
８
円

◆
平
成
24
年
度
吉
野
町
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
認
定
）

・収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入　    

１
７
４
、８
８
３
、７
２
７
円

支
出　    

１
６
６
、３
８
０
、３
０
３
円

・資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
入　
　
　
　 

４
２
、７
２
０
、８
９
９
円

支
出　   

１
３
２
、９
１
４
、７
５
３
円

◆
平
成
24
年
度
吉
野
町
土
地
開
発

公
社
決
算
及
び
事
業
報
告
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
受
理
）

・収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入　
　
　
　
　
　
１
、２
５
３
円

支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
円

・資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
入　
　
　
　 　  

４
、８
０
０
、０
０
０
円

支
出　
　
　
　 　  

４
、８
４
７
、５
３
４
円

そ
の
他
の
案
件 

◆
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
設
立
に

関
す
る
協
議
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

奈
良
県
下
37
市
町
村
で
消
防
事
務

を
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
を
設
立

す
る
も
の
で
す
。

◆
吉
野
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　（
可
決
）

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
設
立
並

び
に
老
人
福
祉
施
設
業
務
の
変
更
に

伴
い
吉
野
広
域
行
政
組
合
の
規
約
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
吉
野
広
域
行
政
組
合
の
規
約
変

　
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協

　
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

　

吉
野
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
に
伴
い
、財
産
処
分

に
関
し
て
構
成
町
村
と
協
議
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

◆
そ
の
他

議
員
派
遣
に
つ
い
て
、各
委
員
会
の

所
管
事
項
に
関
す
る
閉
会
中
の
継
続

審
査
に
つい
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

要
　
望
　
等

◆
殿
川
自
治
会
　
会
長
　
竹
内
　

一
氏
か
ら
の「
殿
川
地
区
に
お
け

る
除
雪
に
関
す
る
要
望
」に
つ
い

て
　  

　
　
　
　
　（
継
続
審
査
）

委
員
選
任
等 

◆
吉
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
つ
い
て  

（
同
意
）

本
年
６
月
24
日
を
も
っ
て
任
期
が

満
了
と
な
る
田
中　

稔
氏
に
か
わ
り
、

加
島　

公
信
氏
の
選
任
の
た
め
、議
会

の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

2



3

一
般
質
問

次
の
と
お
り
一
般
質
問
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

◆
辻
本
　
茂
　
議
員
か
ら

・
防
災
計
画
に
つい
て

・
観
光
と
農
林
水
産
業
に
つい
て

◆
薮
坂
　
眞
佐
　
議
員
か
ら

・
吉
野
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
２

◆
上
滝
　
義
平
　
議
員
か
ら

・
い
の
ち
輝
き
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
吉
野

　

町
と
は

◆
山
本
　
隆
敏
　
議
員
か
ら

・
最
近
起
こ
っ
た
中
荘
地
内
の
火
事

　

で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つい
て

・
町
の
将
来
と
政
治
の
か
か
わ
り
に

　
つい
て

◆
中
井
　
章
太
　
議
員
か
ら

・
第
４
次
吉
野
町
総
合
計
画
の
進
捗

　

管
理
と
行
政
評
価
に
つい
て

・「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
加

　

盟
に
よ
る
吉
野
町
の
施
策
に
つい
て

　

そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
行
わ
れ
、町
長

及
び
担
当
参
事
等
が
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

町
議
会
産
業
建
設
委
員
会
町
内
視
察

町
議
会
産
業
建
設
委
員
会
町
内
視
察

町
議
会
産
業
建
設
委
員
会
町
内
視
察

７
月
８
日
、産
業
建
設
委
員
会
が

町
内
３
箇
所
の
現
場
や
施
設
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

最
初
の
現
場
は
、左
曽
地
区
内
の
町

有
地
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
施
設
、シ
ャ
ー
プ
美
吉
野
太
陽

光
発
電
所
で
、年
間
２
７
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
発
電
能
力
を
備
え
、約
７
５
０
世

帯
の
電
力
が
賄
え
ま
す
。

現
場
に
到
着
す
る
と
、約
4.2
㌶
の
敷

地
内
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
約
１
万
枚
が
辺

り
一
面
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。７

月
19
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、商
業
運

転
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
の
視
察
は
上
市
橋
補
修
工
事
現
場
で
す
。上
市
橋
は
供
用
開
始
か

ら
45
年
以
上
と
い
う
長
い
年
月
に
渡
っ
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
22

年
度
の
点
検
の
結
果
、随
所
に
経
年
劣
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
早
期
に

補
修
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、”よ
り
長
い
間
“”よ
り
安
全
に
“利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
、平
成
23
年
度
に
補
修

設
計
、翌
年
度
よ
り
傷
ん
だ
箇
所
の
補

修
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
は
橋
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の
補

修
等
を
行
い
、今
年
８
月
末
ま
で
に
全

て
の
作
業
の
終
了
を
目
指
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
は
殿
川
地
内
に
整
備
さ
れ
た

飲
料
水
供
給
施
設
の
視
察
で
す
。長

ら
く
水
道
施
設
が
な
か
っ
た
殿
川・小

名
両
地
区
の
個
人
宅
に
浄
水
施
設
を

昨
年
度
に
設
置
し
、今
後
は
こ
う
い
っ

た
個
人
宅
で
の
設
置
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。

シャープ美吉野太陽光発電所の現地説明

上市橋補修工事現場

吉野ピンクルのエアドームで遊ぼう吉野ピンクルのエアドームで遊ぼう吉野ピンクルのエアドームで遊ぼう吉野ピンクルのエアドームで遊ぼう
　吉野町マスコットキャラクター「吉野ピンクル」をかたどったエアドームが完成
しました。
　このエアドームは布製で高さ６m、直径４.５mの大きさで、空気を送ると膨ら
み、子どもが中に入って遊ぶことが出来ます。折り畳んで運べ、１０m四方の広さ
と高さがあれば、屋内外に設置することができます。
　エアドームは６月１２日わかば幼稚園に初お目見えし、園児の手でテープカット
が行なわれました。その後、３１人
の園児はドームの中に入って飛

　　　　　　　　　　　　　　　　 び跳ねて遊んでいました。
また、同月２１日には吉野町中央公民館で吉野幼稚園と吉野保育所の
園児６７人が、ピンクルのエアドームで遊びました。
エアドームは、保育園児や幼稚園児に楽しんでもらうほか、７月２８日
の花火大会や秋に開催する「吉野まつり２０１３」など、町内の各種イベ
ントに登場する予定で、ピンクルの啓発と地域振興への活躍が期待され
ています。


